






IgA腎症21例、紫斑病性腎炎8例において、溶連菌細胞膜抗原に対する抗体価を測定した。

いずれの患者群においてもコントロール群と有意差はなく、これらの腎炎の発症への溶連

菌感染の関与は否定的と考えられた。 


